
令和５年度地域スポーツクラブ活動体制整備事業
（運動部活動の地域移行に向けた実証事業）

本報告書は、スポーツ庁の「令和５年度地域スポーツクラブ活動体制整備事業（運動部活動の地域移行等に向
けた実証事業）」の一環として、滑川市が実施した滑川市地域連携部活動推進事業の成果を取りまとめたものです。
従って、本報告書の複製、転載、引用等にはスポーツ庁の承認手続きが必要です。

成果報告書
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１．自治体の基本情報

基本情報（R5年度）

地域連携・地域移行における市区町村の現状・課題

●学校部活動指導体制

市内２つの中学校に全30の運動部が設置されており、15部でスポーツエキスパートや部活動指導員が指導に携わり、全国大会やブロック大会等に

出場するなど成果を出してきた。一方で、年々生徒数の減少や在籍生徒の市内外のクラブチーム等への加入により、各部における部員数が減少しており、

部によっては、単独で大会に出場することが難しい状況にある。また、生徒数の減少に伴う教員数の削減により、顧問の配置が難しい状況にもなっている

とともに、競技経験・指導経験のない教員が指導にあたることが多くなり、教員の負担感の増加にもつながっている。

人口 32,878人 部活動数 30部活

公立中学校数 2校 市区町村の協議会・検討会議等の設置状況 設置済

公立中学校生徒数 827人 市区町村の推進計画・ガイドライン等の策定状況 策定に向けて準備中

●地域のスポーツ環境

市内には総合型スポーツクラブが１つあり、幅広い年齢層を対象とした教室等を開設してい

る。しかし、年々加入者の減少傾向が続いており、各教室の指導者の確保についても年々難し

くなってきている。また、市内各競技団体等においては、スポーツ少年団等の既存のチームの

指導や指導者の確保が厳しい状況等から、部活動の地域移行に伴う新たな体制づくりが難し

い状況である。

●対応方針等

既存の学校部活動のみによる各スポーツの機会・環境の持続的な確保は厳しい実態から、

学校を含めた地域で子どもたちを支え、育てる体制を整え、持続可能性の高いスポーツ環境

整備を図る。
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２．実証内容と成果

運営体制・役割

年間の事業スケジュール

▼運営体制図（市区町村における推進体制図） ▼行政組織内での役割分担

⚫ 教育委員会（生涯学習・スポーツ課）

〇事務局

・事業設計

・保険加入、謝金支払い手続き

・学校や競技団体等との連絡調整

・指導者研修会の企画、運営

・指導者バンクの設置、管理

・活動状況の把握、スケジュール管理 等

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

指導者バンク

協議会 協議会

保護者説明会 活動開始

指導者研修会 指導者研修会

アンケート調査



4

２．実証内容と成果

地域スポーツクラブ活動の運営実績

拠点校数 ２校 地域クラブ活動に取り組んだ種目 バドミントン、バスケットボール、軟式野球、ソフトボール、陸上競技

地域クラブ活動に取り組んだ部活動数 10部活

拠点校名 滑川中学校、早月中学校

地域クラブ活動と連携
した部活動数

６部活（滑川中学校）
４部活（早月中学校）

地域クラブ活動で実施
した種目

バドミントン、バスケットボール、軟式野球、
ソフトボール、陸上競技

運営主体名 滑川市教育委員会

運営類型 市区町村運営型（競技団体連携型）

１か月あたりの平均的
な活動回数

全種目：月４回程度

指導者の主な属性 各競技協会員、兼職兼業教員

活動場所
市内中学校体育施設

市内体育施設

主な移動手段 徒歩、自転車、保護者送迎

１人あたりの参加会費
等（年額）

全種目：０円

１人あたりの保険料
スポーツ安全保険

生徒１人あたり：800円/年
指導者１人あたり：1,850円/年

▼活動概要 ▼運営体制図（地域クラブ活動を実施する際の運営体制図）

主な取組例
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２．実証内容と成果

取組内容

▼取組項目名：ア．関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

実施主体の整備（バドミントン、軟式野球、ソフトボール、バスケットボール、陸上競技を対象にした地域指導者による指導体制の構築）

【目標及び検証方法】

・各競技団体等の指導者による休日の指導体制の構築

⇒ 生徒、保護者、指導者、教員向けアンケート 「満足度(肯定的意見)：60％以上」

・教員の勤務時間の削減

⇒ 担当顧問の休日の勤務時間が０時間

取組事項

実施競技・部活動数が、令和４年度の１競技・１部活動から令

和５年度は５競技・10部活動に増加し、将来の地域移行に向け

て、学校と地域の連携体制をより強化することができた。

参加生徒、保護者、指導者、顧問を対象としたアンケートの結果、

右図の通り、肯定的意見を多くいただいた。

教員の勤務時間調査から、担当顧問の休日の勤務時間が、活

動開始前の平均16.5時間から活動開始後は０時間となった。

取組の
成果

特に
工夫した
事項

競技によっては、顧問と地域指導者の連携が不足している面があった。学校と実施主体で地域連携・地域移行を進める意義・目的や指

導方針等について、共通理解を図り、少子化の中でも将来にわたって子どもたちが当該スポーツに親しむための環境整備に向けて、地

域が一体となった取組ができるよう努めたい。また、アプリ等を用いて関係者間での連携等を効果的に行っている競技の事例を共有して

実践するなど、各取組の成果と課題からよりよい環境整備に向けて努めたい。

今後の
課題と
対応方針

令和5年度滑川市地域連携部活動に関するアンケート調査

民間のアプリを活用して、生徒、保護者、指導者が活動状況の確認や出欠確認の効率化等を行うことで、「安心して子どもを参加させる

ことができた」等、肯定的意見をいただいた。関係者間のつながりを深め、安全・安心な環境・体制づくりを進めることで、本事業の意義・

目的の理解促進につながり、将来にわたって継続的に取り組む体制の土台となると感じた。
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２．実証内容と成果

取組内容

▼取組項目名：ウ：関係団体・分野との連携強化

富山医療福祉専門学校との連携強化（学生指導者派遣、指導者研修会講師派遣）

【目標及び検証方法】
・指導者研修会の実施と内容充実
⇒ 参加者向けアンケート 「満足度(肯定的意見)：60％以上」

取組事項

指導者研修会に参加した指導者を対象としたアンケートの結果、全員から肯

定的意見な意見をいただいた。研修会の内容を「発育発達期に応じたスポー

ツ指導の考え方」と題し、中学生年代等、各年代・カテゴリーにおける心身の

発育発達状況を考慮しながら個々に合った指導の在り方について学ぶことで、

技術面や体力面、精神面等の様々な視点で子どもたちの成長を支えるととも

に、指導者としての質の向上につなげられる良い機会となった。

学生指導者は、指導者バンクに登録した６名の内２名が本事業対象競技・部

活動に派遣していただいた。メインコーチとしてではなく、アシスタントコーチと

して地域の指導者のサポートを行ってもらい、実践経験を積むとともに、将来も

継続的に指導に携わってもらうための人材発掘や競技団体等とのつながりの

創出等、今後に向けたよい成果をあげることができた。

取組の
成果

本事業に限らず、地元の専門学校との連携・協力を行ってきており、本事業についての概要や目標等を共有させていただいた際に、

学生・OB・OGへの指導者バンクへの登録募集や指導者研修会への講師派遣について、ご提案・ご協力いただくことにつながった。単

発的なつながりではなく、継続的に関係を構築していくことが重要であると改めて実感した。

特に
工夫した
事項

指導者研修会の内容の充実を図るため、指導者が課題として感じていること等について整理し、研修会の充実と指導者の質の向上・

保障につなげられるよう努めたい。また、他団体との連携も開始・強化し、更なる地域でのつながり創出と地域一体となった環境整備に

向けて取り組みたい。

今後の
課題と
対応方針

令和5年度滑川市地域連携部活動に関するアンケート調査
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２．実証内容と成果

参考資料（アンケート結果、広報物、協議会等で使用した資料の抜粋等）

【滑川市地域部活動指導者心得（抜粋） 協議会①資料】【令和５年度方針等（抜粋） 協議会①資料】
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２．実証内容と成果

参考資料（アンケート結果、広報物、協議会等で使用した資料の抜粋等）

【指導者バンク】【滑川市地域部活動緊急時対応マニュアル（抜粋） 協議会①資料】
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２．実証内容と成果

参考資料（アンケート結果、広報物、協議会等で使用した資料の抜粋等）

【望ましい活動体制づくりに向けて 協議会②資料】【アンケート調査の結果分析、今後の方針(案) 協議会②資料】
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２．実証内容と成果

参考資料（アンケート結果、広報物、協議会等で使用した資料の抜粋等）

【滑川市地域連携部活動・地域クラブ活動について 協議会②資料】
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２．実証内容と成果

参考資料（活動写真）

【陸上競技】 【指導者研修会 スポーツ理論】

【バドミントン】 【バスケットボール】 【軟式野球】

【指導者研修会 救命講習】
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２．実証内容と成果

地域スポーツクラブ活動の実施に至るまでの合意形成プロセス

●ステークホルダー
・学校長
・部活動担当者
・PTA
・体育協会、競技協会

●実施内容
・モデル事業の成果、課題
の整理
・次年度の方針等の検討

令和５年

協議会設置
実施種目・団体、
指導者の選定

生徒、保護者への説明 実施種目・団体の拡大

●ステークホルダー
・参加生徒、保護者
・実施対象競技協会
・地元の専門学校
・学校
・部活動顧問

●実施内容
・モデル事業の成果、課題
の共有
・事業の意義、目的の共有
・活動体制(指導者、活動
場所等)の確認、決定
・顧問、地域指導者間での
指導方針等の共通理解

●工夫したこと
指導者バンクに登録した学
生指導者の情報も共有しな
がら、競技協会を主として指
導者の確保を行い、受入れ
の可否・指導者の選定を行
ってもらった。

●ステークホルダー
・参加生徒、保護者
・実施対象競技協会
・学校
・部活動顧問

●実施内容
・事業の意義、目的の共有
・市の方針、支援内容の説
明
・指導者との顔合わせ

●工夫したこと
生徒、保護者から、どのよう
な指導者が派遣されるのか
が不安に感じているとの意
見が多かったことから、説明
会に指導者に出席してもら
い、競技毎に指導者との顔
合わせを行う機会を設けた。

●ステークホルダー
・参加生徒、保護者
・実施対象競技協会
・学校
・部活動顧問

●実施内容
・５競技10部活動で実証
事業の実施

●課題、今後に向けて
実施競技毎に共通理解を行
った上で活動を開始したが、
実践していく中で協議等が
必要な課題が発生した。定
期的に関係者間で協議する
場を設けてもらい、関係者間
の共通理解の下によりよい
活動体制づくりに向けて取り
組むことが必須である。

令和４年

モデル事業の実施

●ステークホルダー
・参加生徒、保護者
・実施対象競技協会
・学校
・部活動顧問

●実施内容
・１競技１部活動でモデル
事業の実施
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３．今後の方向性

地域連携・地域移行の推進に向けた今後のロードマップ

滑川市教育委員会　運動部活動の地域連携・地域移行スケジュール（案）

2022年度（R4） 2023年度（R5） 2024年度（R6） 2025年度（R7） 2026年度以降

 平日

地域連携部活動・地域クラブ活動　　

学校部活動　※平日は可能な限り現状通り継続（統廃合、拠点校化も検討）

バドミントン

バスケットボール、軟式野球、ソフトボール、陸上競技

バレーボール、ソフトテニス

休日の部活動の地域クラブ化を促進

休日の部活動の地域連携を促進

その他の競技

実
情
に
応
じ
て

段
階
的
に
ク
ラ
ブ
化
（
移
行
）

休日


